
“あ
な
た
の
体
力
は
？
<
 

健
康
に
自
信
を
持
ち
、
明
る

く
豊
か
な
心
で
生
活
し
よ
う
と

い
う
「
親
子
体
力
ま
つ
り
」
が
、
 

九
月
十
日
市
民
体
育
館
で
行
わ

れ
、
日
頃
の
運
動
不
足
解
消
に
 

汗
を
流
し
て
い
ま
し
た
。
 

「親
子
体
力
ま
つ
り
」
 
は
、
 

読
書
運
動
と
体
力
づ
く
り
を
奨

め
て
い
る
五
所
川
原
青
年
会
議

所

（平
山
誠
敏
理
事
長
）
の
主

催
で
開
い
た
も
の
で
、
こ
れ
が
 

一
回
目
で
す
。
 

こ
の
日
は
、
思
い
思
い
の
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
ウ
ェ
ア
を
着
た
子

供
づ
れ
の
夫
婦
、
若
者
な
ど
百

人
ほ
ど
が
参
加
、
敏
し
ょ
う
性

や
瞬
発
力
、
筋
力
を
測
定
す
る

反
復
横
跳
び
、
垂
直
跳
び
、
立

位
体
前
屈
な
ど
七
種
目
に
挑
戦
、
 

慣
れ
な
い
連
動
に
 
「腰
が
痛
い
 

・

‘
一」
、「
体
が
軽
く
な
っ
た

i
」
 

と
言
い
な
が
ら
、
指
導
員
の
判

定
に
一
喜
一
憂
し
て
い
ま
し
た
。
 

体
力
測
定
で
汗
を
流
し
た
参

加
者
は
、
会
員
心
づ
く
し
の
バ
 

ー
ベ
キ
ュ
ー
料
理
を
囲
ん
で
楽

し
い
親
子
パ
ー
テ
ィ

ー
の
ひ
と

と
き
を
過
し
ま
し
た
。
 

ク
あ
な
た

の
体

力
は

？
)
 

親
子
そ
ろ
っ

て
体
力
ま

つ
り
 

部
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昭和53年（1978年）10月1日（432号）② 

難
 

麟
一
 

J
島
 

鷲毒麟 童 

（第 3種郵便物認可） 	 広報ごしょがわら 

快適な生 舞
 

ミ終末処理場ミ建 

テ
レ
ビ

放
送
の

お
知
ら

せ
 

五
所

川
原

市
だ

よ

り
 

局
名
 
青
森
放
送
 (R

A
B
)
 

日
時
 
毎
月
、
第
二

・
第
四

火
曜
日
（
十
月
は
十
日

と
二
十
四
日
）
 

時
間
 
午
後
四
時
四
十
分

ー
 

四
時
四
十
五
分
 

広
報
ご

し
ょ

が
わ

ら
 

局
名
 
青
森
テ
レ
ビ
 

(
A
T
v)
 

日
時
 
毎
月
、
第
二

‘
第
四

木
曜
日
（
十
月
は
＋
一
一

日
と
ニ
十
六
日
）
 

時
間
 
午
前
十
一
時
四
十
分
 

、
十

」
時
四
＋
五
分

‘
 

急ぐまい 

次の青まで 

30秒 

敷島分院、患者作品展 

みんなでご観賞を 

市
が
新
宮
団
地
東

部
の
幾
世

森
地
内
に
建
設
す
る
「
終
末
処

理
場
」
 
の
起
工
式
が
、九
月
九

日
寺
田
市
長
を
は
じ
め
工
事
関

係
者
、
地
権
者
な
ど
四
十
人
ほ
 

ワ
入
れ
を
し
ま
し
た
。
 

「終
末
処
理
場
」
 
は
、市
が

四
十
九
年
度
か
ら
十
カ
年
計
画
 

（
事
業
費
一
三
七
億
五
、
五
〇
〇

万
円
）
で
す
す
め

て
い
る
公
共
 
 

下
水
道
事
業
の
中
心
施
設
で
す
。
 

施
設
に
は
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
 

ー
ト
造
り
地
上
三
階
、
地
下
一

階
（
延
べ
床
面
積
六
二

〇
〇
平

方
H
）
の
汚
泥
処
理
棟
を
含
む
 

管
理
本
館
甘
写
真
I
を
建
設
す

る
ほ
か
、
沈
砂
池
、

沈
澱
池
、
 

消
毒
槽
、
汚
泥
焼
却
炉
な
ど

一

連
の
汚
水
処
理
施
設
が
建
設
さ

れ
ま
す
。
 

ご
承
知
の
よ
う
に
 
「公
共
下

水
道
」
は
、
各
家
庭
や
工
場
な

ど
か
ら
吐
き
出
さ
れ
る
汚
水
を

地
下
の
汚
水
管
で
処
理
場
に
集

め
、
大
が
か
り
な
施
設
で
科
学
 

的
に
処
理
し
、
き
れ
 

い
な
水
に
し
て
川
に

流
す
も
の
で
す
。
 

現
在
す
す
め
て
い
る
第

一
工

区

（
市
街
地
）
計
画
で
は
、
雨
 
 

水
排
水
と
汚
水
処
理
面
積
が
各

二
百
四
十
八
筋
で
、
処
理
人
口

は
二
万
一
千
二
百
人
。
市
街
地

の
地
下
に
埋
設
す
る
幹
線
の
雨

水
管
が
八
千
五
百

H
、
幹
線
の

汚
水
管
が
四
千
三
百
七
十

M
で

ニ
カ
所
に
中
継
ポ
ン
プ
場
も
設

け
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
 

ロ
と
き
 
十

月
二
十
五
日
（
 

水
）
、二
十
六
日
 

（
木
）
午
前
九

時
か
ら
午
後
四

時
ま
で
 

ロ
と
こ
ろ

市
庁
舎
二
階

ロ

ビ
ー
 

ロ
展
示
作
品

陶
芸
、
タ
コ
絵
、
 

水
彩
画
、
書
道
、
 

手
芸
、
生
花
な

ど
生
活
療
法
で
、
 

患
者
た
ち
が
熱

心
に
作
り
あ
げ

た
作
品
で
す
。
 

患
者
た
ち
の

入
院
生
活
を
知

る
う
え
に
も
ご

観
賞
下
さ
い
。
 

務
鱗
製
溝
 

関
係
者
が
ク
ワ
入
れ
 



q0月 1日から）ー 

	〈県税だより〉 

基礎控除が 2,000円に 

旅館に宿泊した場合の基礎控除は 

1,500円から 2,000円にかわります。 

l 
⑨（ 5,000円 2,000円） x1O%一 300円 

（五所川原県税事務所） 

計算例 	宿泊料金 5,000円の場合の税 

金はいくらか？ 

料金 基礎控除 税率 税金

⑩（ 5,000円一 1,500円） x10%= 350円 

初

心

者
を
歓
迎
 

ミくらしと趣味の教室ミ 

“健
康
を
保
っ
て
、
知
識
と

経
験
を
社
会
に
役
立
て
よ
う
〈
 

昭
和
五
十
三
年
度
の
一
市
老

人
福
祉
大
会
」
は
、
九
月
十
一
一

日
市
民
文
化
会
館
に
お
よ
そ
七

百
人
の
お
年
寄
り
が
参
加
し
て
 

行
わ
れ
ま
し
た
。
 

今
年
は
、
老

人
福
祉
法
が
制

定
さ
れ
て
十
五

周
年
に
当
た
り
、
 

席
上
こ
れ
を
記
念
し
て
市
老
人

ク
ラ
ブ
連
合
会
（
葛
西
専
造
会

長
）
が
、
七
年
以
上
単
位
老
人

ク
ラ
ブ
の
会
長
を
つ
と
め
た
一
一
 
 十

三
人
を
表
彰
し
ま
し
た
。
 

大
会
は
、
君
が
代
斉
唱
、
物

故
者
に
対
す
る
黙
と
う
の
あ
と

寺
田
市
長
が
、
「
当
市
が
発
展

を
遂
げ
つ
つ
あ
る
の
も
、
皆
さ

ん
の
た
ゆ
ま
ぬ
努
力
と
力
添
え
 

の
お
か
げ
で
す
。
実
り
あ
る
老

後
を
楽
し
く
お
く
る
た
め
に
も

健
康
に
留
意
し
て
下
さ
い

…
」
 

と
式
辞
を
述
べ
ま
し
た
。
 

次
い
で
、
市
長
か
ら
満
八
十

八
歳
の
米
寿
を
迎
え
た
元
町
の

三
浦
竹
次
郎
さ
ん
ら
十
七
人
に

長
寿
の
顕
彰
状
と
記
念
の
座
ぶ

と
ん
タ
贈
り
、
ま
た
永
年
に
わ

た
り
寝
た
き
り
の
お
年
寄
り
を
 

介
護
し
て
い
る
稲
実
の
菊
地
ト
 

、
ン
さ
んら
十
四
人
を
表
彰
し
、
 

労
を
ね
ぎ
ら
い
ま
し
た
。
 

健
康
を
祝
い
、
老
後
の
し
あ

わ
せ
を
願
っ
て
万
才
三
唱
し
た

お
年
寄
り
た
ち
は
、
昼
食
を
食

べ
な
が
ら
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
の

津
軽
民
謡
で
楽
し
い
ひ
と
と
き

を
過
し
ま
し
た
。
 

ロ
満
8
8歳
の
米
寿
者
ロ
 

三
浦
竹
次
郎

（
元
町）
、
佐
 

々
木
た
み

（
鎌
谷町
）
、
笹
田
 
 

タ
キ

（
弥
生町
）
、

小
野
よ
 
，
、
 

奥
ロ
ふ
さ

（
以上
金
山
）
、
平

山
あ
江

（
本
町）
、
山
口
泰
一
 

（
毘
沙門
）
、
長
谷
川
ソ
ョ

（
 

幾
世
森
）
、
浜
館
さ
よ
、
平
山

さ
と
、
中
道
イ
ト

（
以上
飯
詰
 

）
、
成
田
重
作
（
神
山
）
、
長

尾
竹
太
郎

（
野
里）
、
 一
戸
ソ

ワ

（
広田
）
、
秋
元
保
助

（
福

山
）
、
小
野
栄
吉
（
ー
ッ
谷
）
、
 

佐
々
木
ナ
ヲ

（
高
野）
 

ロ
寝
た
き
り
老
人
介
護
者
ロ

菊
地
ト
シ

（
稲
実）
、
尾
崎

サ
キ

（
田町
）
、
野
呂
キ
ョ

（
 

栄
町
）
、
戸
沢
と
し
江

（
梅
田
 

）
、
三
上
キ
セ

（
持
子
沢）
、
 

斎
藤
か
つ

（
前田
野
目
）
、
平

山
ミ
セ

（
湊
）
、
 一
戸
ふ
で

‘(
 

千
鳥
町
）
、
北
畠
シ
カ

（
前田

野
目
）
、
斎
藤
テ
イ
（
神
山
）
、
 

高
橋
ミ
ッ
エ
、
高
橋
ェ
マ
、
成

田
キ
ョ
エ

（
以上
藻
川
）
、
成

田
レ
イ
コ

（
浅井
）
 

（
敬
称略
）
 

茶
道

教
室
 

初
め
て
お
茶
を
習
う
人
の

た
め
、
和
室
に
お
け
る
作
法

を
学
び
ま
す
。
 

ロ
と
き
 
毎
週
火
曜
日
午

後
六
時
三
十
分
か
ら
 

ロ
と
こ
ろ
 
勤
労
青
少
年

ホ
ー
ム
 

ロ
初
回
打
ち
合
わ
せ
 
十

月
十
三
日

（
金）
午
後
六
時

三
十
分
か
ら
 

口
受
講
料
 
無
料
で
す
。
 

ロ
受
付
締
切
り
 
十
月
十

一
一
日
 

ス
ポ
ー
ツ
の
つ
ど

い

参
加
者
を
募
集
し
て
い
ま
 
 

す
の
で
、
ふ
る
っ
て
ご
参
加

下
さ
い
。
 

口
と
き
 
十
月
六
日

（
金
 

）
、
十
月
二
十
日

（金
）
午

後
六
時
三
十
分
か
ら
 

ロ
と
こ
ろ
 
市
民
体
育
館

ロ
種
目
 
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、
バ
ド

ミ
ン
ト
ン
、
卓
球
 

ロ
参
加
費
 
一
人
百
円
 

（
体育
館
使
用
料
と
し
て
。）
 

当
日
の
受
け
付
け
は
、
勤

労
青
少
年
ホ

ー
ム
で
行
い
ま

す
。
 

詳
し
く
は
、
勤
労
青
少
年

ホ
ー
ム
（
胃④
三
六
〇
二
番
）
 

へ
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。
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知
識
と
経
験
を
役
立
て
よ
う
 

市
老
人
福
祉
大
会
開
く
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墓
地
の
購
入
者
を
募
集
 

市
都
市
計
画
課
で
は
、
「長

者
森
平
和
公
園
墓
地
」
 
の
購

入
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
 

ロ
募
集
区
画
 

二
百
七
十
区
画
 

ロ
墓
地
面
積
 

一
区
画
五
平
方
屑
 

ロ
永
代
使
用
料
 

一
一
〇
、
〇
〇
〇
円
 

ロ
管
理
料
 

三
、
〇
〇
〇
円

（
年
間
）
 

ロ
受
付
 

常
時
受
付
け
し

て
い
ま
す
 

申
し
込
み
と
同
時
に
永
代
 

使
用
料
と
管
理
科
を
納
付
し
 

て
い
た
だ
き
ま
す
。
 

※
詳
し
く
ば
、
市
都
市
計
 

画
課
会

⑤
二
一

一
一
番
・
内
 

線
二
三
三
番
・
二
三
四
番
）
へ
 

お
問
い
合

わ
せ
下
さ

い
。
 

私
の
名
前
は
“
 

ゴ
ロ
ち
ゃ
ん
〈
で

す
、
よ
ろ
し
く
。
 

全
国
で
も
珍
し

い
“
声
の
で
る
ゴ
 
 

ミ
箱
〈
の
愛
称
が
決
ま
り
“
ゴ

ロ
ち
ゃ
ん
）
と
名
づ
け
ら
れ
ま

し
た
。
 

“ゴ
ロ
ち
ゃ
ん
〈
の
名
づ
け

親
は
、
市
内
一
・
ッ
谷
の
今
美
加

子
さ
ん

（
五
一
中
三
年
）
ー
写

真
ー
で
、
市
清
掃
公
害
課
が
公

募
し
た
四
＋
点
の
な
か
か
ら
選

ば
れ
た
も
の
で
す
。
 

“ゴ
ロ
ち
ゃ
ん
〉
と
名
づ
け

た
理
由
に

つ
い
て
美
加
子
さ
ん

は
、
「
ご
し
よ
が
わ
ら
の
ゴ
ま
 

ゆ
っ
く
り
で

も
走
っ
て
み
よ

う
と
い
う
市
教

育
委
員
会
と
県

の
共
催
に
よ
る
 

“走
ろ
う
大
会
〈
 

が
、
晴
天
に
恵

ま
れ
た
九
月
十

五
日
お
よ
そ
百

人
の
老
若
男
女

が
参
加
し
て
行

わ
れ
、
常
設
の

ジ
ョ
ッ
ギ
ン
グ

コ
ー
ス
で
汗
を

流
し
て
い
ま
し

た
。
 

こ
の
日
は
、
 

ト
レ
ー
ニ
ン
グ

ウ
ェ
ァ
姿
の
寺

田
市
長
も
参
加
、
 

た
は
ゴ
ミ
の
ゴ
と
、
ゴ
ミ
箱
を

製
作
し
た
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

の
・
ロ
から
と
り
ま
し
た
  

」
 

と
話
し
て
い
ま
す
。
 

と
こ
ろ
で
、
声
の
で
る
ゴ
ミ

箱
“
ゴ
ロ
ち
ゃ
ん
〉
は
、
九
月

十
日
か
ら
国
鉄
五
所
川
原
駅
舎

の
玄
関
前
に
設
け
ら
れ
、
き
れ

い
な
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
に

一
役
か
っ
て
い
ま
す
。
 

「
最
近
の
め
ざ
ま
し
い
ス
ポ

ー
 

ッ
熱
を
よ
り
い
っ
そ
う
高
め
る

た
め
に
も
、
日
頃
か
ら
の
体
力

づ
く
り
こ
そ
が
大
切
 

」
と

あ

い
さ
つ
、
参
加
者
は
、
競
歩

の
国
体
選
手
で
県
総
合
運
動
場

に
勤
め
る
佐
藤
茂
さ
ん

の
指
導

で
体
を
ほ
ぐ
し
た
あ
と
、
市
営

球
場
予
定
地
ま
で
の
往
復
三
千

屑
に
向
け
て
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
。
 

コ
ー
ス
で
は
、
子
供
の
手
を

引
い
た
り
、
互

い
に
談
笑
し
な

が
ら
終
始
の
ん
び
り
ム
ー
ド
、
 

大
会
の
最
高
齢
者
で
市
内
蓮
沼

の
野
呂
甚
助
さ
ん
（七

一
）
も

ゼ
ッ
ケ
ン
を

つ
け
、
 「ま
だ
若

い
者
に
は
負
け
ら
れ
な
い
」
 

と
元
気
に
走
っ
て
い
ま
し
た
。
 

 

のんびりミ走ろう大会ミ 

 

声のでるゴミ箱 

愛
称
は
ク

ゴ

ロ
ち
ゃ

ん
ク
で

す
 

名
づ
け

親
は

美
加
子
さ

ん
 



⑤ （第 3 種郵便物認可） 
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役
所
の
仕
事
で
お
困
り
の
こ

と
、
わ
か
ら
な
い
こ
と
、
改
め

て
ほ
し
い
こ
と
な
ど
が
あ
り
ま

し
た
ら
左
記

へ
ご
相
談
下
さ
い
。
 

無
料
で
秘
密
を
守
り
、
親
身

に
な
っ
て
相
談
に
応
じ

ま
す
。
 

特
に
十
月
十
五
日
か

ら
二
十

一
日
ま
で
の
期
間
中
は
、

市
・

市
民
課
相
談
室
に
行
政
相
談
員

が
常
駐
し
、
相
談
窓
口
を
開
設

し
ま
す
の
で
ご
利
用
下
さ
い
。
 

行
政
相
談
委
員
 

坂
本
甚
作
さ
ん

（
姥
庖
字
桜

木
、
雪
⑤
三
〇
四
八
番
）
 

成
田
栄

一
さ
ん

（
柳
町
、
雷
 

人
大
学
講
座
」
を
引
き
続
き
開

設
し
で
い
ま
す
。
 

成
人
で
あ
れ
ば
ど

な
た
で
も

参
加
で
き
ま
す
の
で
、
気
軽
に

お
い
で
下
さ
い
。
 

ロ
開
設
時
間
 
毎
回
午

後
一
 

時
か
ら
 

ロ
開
設
場
所
市

中
央
公
民
館

ロ
第
七
回
 
十
月
五
日

（
土
）
 

「成
人
病
の
予
防
に

つ
い
て
」
、
 

五
所
川
原
保
健
所
長
高
松
功
氏

ロ
第
八
回
 
十
月
十
四
日

（
 

土
）
 
「五
所
川
原
市
の
生

い
立
 

ち
に

つ
い
て
」
、
津
軽
考
古
学

会
会
長
高
橋
昇
一
氏
 

ロ
第
九
回
 
十
月
二
十
六
日
 

（
木
）
 
「郷
土
の
埋
蔵
文
化
財

に
つ
い
て
」
、
市
立
第
二
中
学

校
校
長
新
谷
雄
蔵
氏
 

な
お
、
既
報
の
テ
ー
マ
等
が

講
師
の
都
合
に
よ
り
変
更
に
な

っ
て
お
り
ま
す
の
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
。
 

秋の狂犬病予防注射と登録のお知らせ 

ロ料金 ＠登録料 2,000円（年 1回） 

⑥注射 料 65（】月（日程以外の場合は1,000円） 

＠注射済票 300円 

月 	日 実 	施 	場 	所 実 施 時 間 

10月 9 日 

湊 団 地 集 会 所 

姥 	蒐 	神 	社 

稲 	実 	屯 	所 

市 農 協 栄 支 所

七ッ館（工藤理容所） 

午前 9:30-10 】30 
10 : 40--li : 00 
ii: 10・～ li : 30 
ii: 40~ 0 : 00 

午後 0:40~ 1:10 
旧） 浅井 （一 戸 商 店） I 	: 20~ 1: 4ci 

福 	山 	集 	会 所 1 :50-2 :20 
豊成 （石岡源造宅） 2 : 30~ 3 : 00 
野里 （前 田 商 店） 午前 9 】 30~i0:10 
神 山 （松 野商 店） 10 : 20~b0 : 50 
松野木（三上商店） ii: oo~ii :20 

10月ii日 福岡 （佐々 木商店） ii:3 o-ii: 50 
困 若山 （石岡治男宅） 午後 0 】 30へ-o:50 

石 田 坂 集 会 所 1:00一1 1【 30 
下 岩 崎 集 会 所 1 : 50-2 :10 
飯 	詰 	支 	所 午前 9 】 30~b0:40 
平町（渋谷俊一宅） 10 : 50~li :10 
大 	開 	（バス停） ii: 20~li : 40 

10月12日 金 	山 	児 	童 	館 ii: 50~ 0 : 20 
困 水 野 尾 集 会 所 午後1 】 00一1 1:20 

米田 （米田精米所） 1 	: 30~ 1 : 50 
松 	島 	支 	所 2 : 00~ 2 : 30 
一野坪（対島静賢宅） 午前 9 】 30~b0:00 
馬 性 	（対馬堅一宅） 10 : b0~b0 : 30 
悪戸 （高橋リ ンゴ店） 10 : 40~il : 00 

10月13日 川代田（外崎嘉太郎宅） b1:10~li【 30 

圏 
漆川 （く ら お神社） ii: 40~ 0 : 00 
十川 （吉村商店） 午後0:40~ 1 】 00 
桃 崎 	（バ ス 停） 1 	:10~ i 	: 30 
共 	栄 集 	会 	所 午前 9:30~ 9 】 50 
長 	富 	集 	会 	所 10 : 00~lO : 30 
毘 	沙 門 	支 	所 10 : 40~il :10 
毘 沙 門 集 会 所 11: 20~il : 40 

10月16日 沖 飯 詰 集 会 所 11: 50~ 0 :10 
旧） 中 午後 0 】 50~ 1:20 

種 	井 集 	会 	所 I :30-2 :oo 
小 	曲 	集 	会 	所 2 :15~ 2 : 45 
沼田町（秋田谷旅館） 2 	: 50 : 	3' 10 
広田・みどり町（陸奥燃料） 午前9:30~b0:00 
梅沢（成田理容所） 10 : bo~io : 30 

10月17日 
梅 	沢 	支 	所 
梅 沢 	（教 円 寺） 

10 : 35~iO : 55 
ii: oo~ii: 20 

因 中 	泉 	集 	会 	所 ii: 30一一 0 : 00 
七 	和 	支 	所 午後1:00~i:40 
俵 元 	（警 鐘 台） 午前 9:30~ 10 】 00 
原子（青銀原子支店跡） 10 :10~li: 00 

10月18日 前田野目 （西塚商店） ii:io~ii: 40 
困 派立 	（新谷啓一宅） 午後 0 】 20~ 0:40 

高野 （広 峰神 社） 0 : 50~ 1 : 40 
石岡 （石岡精米所） 午前 9 30~iO:00 

10月19日 
松島団地（松島ストア） 
松島団地（ 8 丁目バス停） 

10 
ii 

10~li : 00 
io~o :oo 

困 松島団地管理事務所 午後1 ,00~ 2:00 
下平井町（老人ホーム） 午前 9 】 30~iO:20 

10月20日 
敷島町 （敷島分院） 10 : 30~il : 30 
旭町 （旧 消 防署） 午後1 】 00~ 2:00 

岡 五 所 川 原 保 健 所 2:10一1 2:40 

10月23日
卸 

集
  

和北
 
会
務

平
西
三
 
町

教道
 
育
 

i
事
会
 
所
所
館
 

 

ii03 9ii 	3l0 000 
0000
00_ 

一 、 

一 

前 後 午 午

10 

下 	藻 	川 	屯 	所 
上藻川 市農協倉庫 

午前9:30~iO 】00 
10 : io~io: 40 

三 	好 	支 	所 10 : 50~il : 20 
年24日 高 瀬 	集 	会 	所 ii:30~o.:00 
因 田川 （奈 良 商 店） 午後1:00一1 1:20 

新 	宮 集 	会 	所 1 : 30~ 2 : 00 
新 宮 団 地 森 の 家 2 :10~ 2 : 50 

乳幼児の健康診断 

乳幼児の健康診断と健康相談を次の日程で行いますの 

で、該当する赤ちゃんには受診させるようにして下さい。 

ロ受 付 時 間 午後1後から 2 時まで 

ロ持参するもの 母子健康手帳、バスタオル 

なお、現在病気治療中かほかの機関で健康診断を受け

ている乳幼児はご遠慮下さい。 

月 	齢 対 	象 と 	き と 	こ 	ろ 

3 	カ 月 児 
昭和53年 

6 月生まれの 
乳 児 

10月11日 市中央公民館 

6 カ 月 児 
昭和53年 

3 月生まれの 
乳 児 

10月17日 ク 

1年 6 カ月児 
昭和52年 

4 月生まれの 
幼 児 

10月24日 ク 

市
中
央
公
民
館
で
は
、
 
「成
 

「成
人
大
学
講
座
」
へ
 

あ
な
た
も
ど

う
ぞ
 

④
三
〇
二
八
番
）
 

青
森
行
政
監
察
局
 

青
森
市
青
柳
一
丁
目
七
ー
一
 

（
雪
青
森
〇
一
七
七
⑩
三
三
五
 

四
番
・
三
三
五
五
番
）
 

ロ

と
き
 
十
月
九
日
（
月
）
 

ご
と
が
あ
っ
た
ら
ど
う
ぞ
。
 

午
前
十
時
か
ら
 

入
場
無
料
 
秘
密
厳
守
 

特
設
「

人
権
よ

う
護

一
日
相
談

」
 

お
気
軽
に
ど
う
ぞ
 

ロ
と
こ
ろ
 
市
民
文
化
会
館
 

主
催
 
五
所
川
原
人
権
擁

離
婚
や
扶
養
、
相
続
な
ど
 

護
委
員
協
議
会
、
同
第
二
部

の
家
庭
問
題
、
心
配

・
困
り
 
会
 

「
行
政
相
談
週
間

」
 

1
0月
1
5日
（日
）
ー
1
0月
2
1日
（土
）
 



一
学
級
当
た
り

年
間
十
丘
時
間

ロ
募
集
人
員

一
学
級
当
り
十

五
人
以
上
 

ロ
学
習
課
題

家
庭
生
活
や
子

供
の
教
育
に
関

す
る
も
の
等

ロ
申
込
み
、
 

間
い
合
せ

十
月
十

一
日
（
 

水
）
ま
で
、
市

教
育
委
員
会
社

会
教
育
課

（云

④
三

一
九
二
番
 

）
へ
 

す。 

五所川原駅みどりの窓口は、午前10時から午後 5時まで 

営業しております。 

特急券・寝台券等のお求めにご利用下さい。 

（国鉄五所川原駅） 

特急料金、青森～上野間が 2,700円に 

10月 2日から列車時刻が全面的に改正になります。 

五能線は、大幅な改正はありませんが、深浦号（陸中八

木行）が川部駅まで快速普通列車になり、五能線内は急行

券がなくても乗車できます。 

ただし、五能線から青森方面へ乗車する場合は、川部駅

からの急行券が必要です。 （急行券は、100jまで500円で

す。） 

10月1日から料金が改正になり、特急料金力 300円アップ

し、青森～仙台間が1,900円、青森～上野間が2,700円とな

ります。 

B寝台料金が500円アップし、青森～上野間の①各車上・

中・下段がともに3,500円、②電車上・中段が4,000円、③

同下段が4,500となります。 

急行料金が100円アップし、100kロ以内が500円、200キロまで 

600円、201キロ以上が800円で青森～上野間は800円となりま 

穣
務
署
麓
議
麟
 

。
v」
］】
三
U「
（ー三
”
子ド
」
“餌
”
ー
芽
糾

iJタ
【n・
！ソ
 

国
で
は
、
お
年
寄
り
や
心

身
障
害
者
な
ど
社
会
的
、
経

済
的
に
弱
い
立
場
に
あ
る
人

に
対
し
て
、
い
ろ
い
ろ
な
施

策
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
税
 

金
の
面
で
も
い
 

ろ
い
ろ
な
特
典
 

を
設
け
て
い
ま
す
。
 

ロ
お
年
寄
り
本
人
が

受
け
ら

れ
る
特
典
ロ
 

年
齢
が
六
十
五
歳
以
上
で
、
 

所
得
金
額
が

一
千
万
円
以
下
の

方
は
、
 

〇
「
老
年
者
控
除
」
と
し
て

二
十
三
万
円
が
所
得
金
額
か
ら
 

控
除
さ
れ
ま
す
。
 

o

国
民
年
金
や
厚
生
年
金
な

ど
の
公
的
年
金
や
恩
給
を
受
け

て
い
る
場
合
は
、
 
「老
年
者
年

金
特
別
控
除
」
 
と
して
七
十
八

万
円
を
収
入
金
額
か

ら
控
除
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
 

ま
た
、
七
十
歳
以
上
の
お
年
 

寄
り
を
扶
養
し
て
い
る
人
は
、
 

「老
人
扶
養
控
除
」
と
し
て

一
人
当
り
三
十
五
万
円
（
通

常
の
場
合

二
九
万
円
）
を

所

得
金
額
か
ら
控
除
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
 

ロ
心
身
障
害
者
が
受
け
ら
 

は
所
得
金
額
か
ら
控
除
で
き

る
「
障
害
者
控
除
」
（
一
人
当

り
二
三
万
円
）
、相
続
税
で
は

障
害
者
の
「
税
額
控
除
」
、
身

体
障
害
者
が
自
ら
運
転
す
る

乗
用
車
に
は
「
物
品
税
」
が
か

か
ら
な
い
な
ど
の
特
典
が
あ

り
ま
す
。
（
五
所川
原
税
務
署
）
 

お
年
寄
り
や
障
害

者
と
税
金
 

れ
る
特
典
ロ

所
得
税
で
 

狙
わ
れ
る
自
転
車
 

必
ず
カ
ギ
を
か
け
て
下
さ
い
 

最
近
、
自
転
車
ド

ロ
が
横
行

し
て
お
り
ま
す
。
と
く
に
駅
前

や
家
の
前
に
、
カ
ギ
を
か
け
な

い
で
放
置
し
て
い
る
自
転
車
が

狙
わ
れ
て
い
ま
す
。
 

五
所
川
原
警
察
署
管
内
で
、
 

今
年
に
入
っ
て
か
ら
八
月
末
ま

で
に
百
四
十
八
台
の
自
転
車
が

盗
難
に
あ
っ
て
い
ま
す
。
 

一
方
、
自
転
車
の
拾
得
届
出
 
 

は
七
十
台
に
の
ぼ
っ
て
お
り
、
 

こ
の
ほ
と
ん
ど
が
車
籍
登
録
を

し
て
い
な
い
た
め
持
ち
主
が
わ

か
っ
て
い
ま
せ
ん
。
 

自
転
車
の
盗
難
を
防
止
す
る

た
め
に
、
 

⑨
買
物
な
ど

で
自
転
車
か
ら

離
れ
る
と
き
は
、
必
ず
カ
ギ
を

か
け
て
下
さ
い
。
 

o

自
転
車
の
車
籍
登
録
を
し

て
下
さ
い
。
 
（
自転
車
店
で
一
一

〇
〇
円
で
登
録
ス
テ
ッ
カ
ー
を

つ
け
て
く
れ
ま
す
。
）
 

拾
得
自
転
車

の
展

示
会
 

五
所
川
原
警
察
署
で
は
、
拾

得
届
出
自
転
車
の
展
示
会
を
次

の
日
程
で
行
い
ま
す
。
お
心
当

り
の
方
は
お
い
で
下
さ

い
。
 

ロ
と
き
 
十
月
六
日
（
金

）
 

午
前
十
時
か
ら
午
後
四
時
ま
で

ロ
と
こ
ろ
 
同
署
前
庭
 

（
五
所
川
原
警
察
署
）
 

市
で
は
、
婦
人
の

自
主
性
を
高
め
る
た

め
、
 
「婦
人
学
級
」
 

を
開
設
し
て
い
ま
す

が
、
来
年
度
も
引
き

続
き
実
施
す
る
こ
と

に
な
り
受
講
希
望
者

を
募
っ
て
い
ま
す
。
 

ロ
学
習
時
間
 

「婦人学級」の 
受講希望者を募る 

同実技試験 

53年11月30日～54年 2 月28日までの指定する日。 

ロ申込締切 10月20日（金） 

ロその他 受験案内は県下各職業訓練校に用意しておりま 

すが、郵送を希望する場合は60円切手同封のう 

え下記に申込んで下さい。 

〒0 3 0 青森市長島一丁目1番1号 

青森県職業訓練課（p0177 ⑩ 1111内線2361) 

又は 〒030一 01 

青森市大字野尻字今田43の1 

青森県技能検定協会（●0177-⑩-5561) 

実施職種 時計修理・建設機械整備・農業機械整備・冷凍

空気調和機器施工・紳士服製造・和裁・寝具製

作・帆布製品製造・洋菓子製造・和菓子製造・

酒造・建築大工等21種。 

受験資格 （イ）1級は受験職種について14年以上実務経験年

数を有する人 

同2級は受験資格について 5年以上実務経験年

数を有する人 

ひりその他有資格、学歴、訓練歴により実務経験

年数が短縮されます。 

ロ受験料 1'2級とも 9）学科試験 1,500円 

同実技試験 4,000円～ 8,500円

口実施 日 “）学科試験 54年 2 月11日・18日‘ 25日のいず 

れかの日曜日 

後期技能検定試験のお知らせ 

（第 3種郵便物認可） 	 広報こしょがわら 	 昭和53年（1978年） 10月1日（432号） ⑥ 

r 

広
報
紙
の
早
期
配
布
に
ご
協
力
下
さ
い
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